
第４回理事会議事要旨 

日時 平成２９年２月２４日（金）午後６時から午後７時１０分 

場所 県民交流館パレア「会議室６」 

出席者 

長田・山本・丸目・佐藤・住吉・山田・福山・中村・上田・笠・齋藤・高野・ 

山下・永嶋（理事１４名） 

永田・太田黒（事務局２名） 

 会  議  内  容 

１ 開会 

 

２ 長田会長あいさつ 

 

３ 議長選出     議長：長田会長 

 

４ 報告 

（１）ブロック別事業の実施について 

  ・各ブロック連絡調整会議の実施及び会議内容の報告。 

（２）九州ブロッククラブネットワークアクション 2016in 鹿児島について 

・11 月 12 日～13 日に開催された内容について報告。 

・常任幹事の輪番については、引き続き継続されることとなった旨説明。ただし、平成 

30 年度の開催自体が、参加者の減少により厳しい判断をされる可能性があることを補 

足説明。 

（３）平成２８年度県内クラブ交流事業について 

・１１月１９日に開催した事業の報告。 

・参加者からのアンケート結果などを踏まえ、まとめの説明。 

・反省点はあったものの、大変盛況だった。また実施してほしいという声も多数あった 

ため、今後機会を捉えて企画していきたい旨確認。 

（４）平成２８年度収支状況について 

・現時点の支出状況について報告。 

・復興事業関係については、支援金から支出する旨説明。 

・詳細は議事にて報告する旨説明。 

（５）ＳＣ全国ネットワーク関係について 

・ＳＣ全国ネットワークの常任幹事会について報告。 

・特に、ネットワークアクションの開催形態についてや、登録制度の検討状況について 

説明。 

・スポーツ庁が出した中間報告について、現状の報告。 

 

５ 議事 

（１）平成２９年度ヒューマンエラー防止研修会について 

・次年度が輪番で、本県の開催当番である。 

・予算は、３５万円程度事業費として日体協から本協議会に入る予定である。 

・第３回常任委員会にて、日程及び場所について検討した結果、日程は６月２４日（土） 

とし、同日に評議員会をしてはどうかとの意見になったことを説明。 

・運営については、本協議会への委託事業となるため、理事を中心に対応する。 



・講師については、日体協で決められた方が派遣されることとなっているため、本協議 

会としては、会場の確保及び参加者への周知を行うことが必要。 

―協議の結果― 

 ・平成２９年６月２４日（土）に植木文化センターにて、評議員会及びヒューマンエラ 

ー防止研修会を行う旨決定。 

（２）熊本地震に係る復興事業について 

・支援金の現在の入金状況について確認。（1月 24 日現在） 

・本年度の復興事業の実績について確認。（10月に実施した研修会、11月に実施した 

交流会、県外からの来熊者対応等） 

・ 今後の復興事業について、第３回常任委員会で協議した内容を説明。 

  ①地震発生後の取り組み等をまとめた報告書の作成 

②ブロックや各クラブで企画した復興事業への補助 

③第７回県内クラブ交流大会への著名人の招聘という意見が出た。 

  ・第３回常任委員会にて、本協議会加入クラブに対し、アンケートを行った方が良いと 

の意見があったことから、その結果を説明。 

―協議の結果― 

  ・常任委員会で提案があった①及び②について実施する。③については、県内クラブ交 

流大会の内容にも係るため、中央ブロックで協議いただく。 

  ・②の補助事業については、単独のクラブからの申請の場合、選考が難しいため、基本 

的にブロックからの申請を受けることとすることに決定。 

  ・詳細の内容については、次年度要項づくりをする際に協議する。 

（３）県内クラブ交流大会について 

・開催基準要項の改定について提案。 

・『４ 開催地及び実施プログラム等の決定（２）開催計画書は、原則として開催年の 

１年前の評議員会に提出する』について、今年度から評議員会の開催回数を年に１回に 

減らしたことにより、１年前の評議員会に提出することが難しいため、理事会に変更す 

る旨提案。また、８参加申込みについて、連絡協議会会長あてとあるが、各開催地実行 

委員会等で申込書の提出先が変わるため、連絡協議会会長あてを削除することを提案。 

・中央ブロックから第７回県内クラブ交流大会の開催計画書が提出されたため説明。 

―協議の結果― 

  ・提案どおり、開催基準要項の改訂。 

  ・第７回県内クラブ交流大会について、開催計画書のとおり計画する。 

（４）平成２９年度事業計画（案）及び（５）平成２９年度予算（案）について 

  ・関連するため、一括して佐藤理事長から説明。 

  ・事業計画及び予算について佐藤理事長から説明 

  ・ネットワークアクションに係るスタッフ旅費を積立金から支払うことについて提案。 

  ―協議の結果― 

  ・事業計画及び予算について承認。 

  ・ネットワークアクションについては、日体協から支出があるかどうか見込めないため、

当日に係る経費として積み立てていた方がいいという意見にまとまったため、ＳＣＳ予

算から支出することに決定。 

 

６ その他 

（１）九州ブロッククラブネットワークアクション inくまもとプロジェクトスタッフミー 

ティングの内容 

  ・議事内容、進捗状況について説明。 

 

７ 閉会 

 


